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一　般　質　問～ 10 名の議員が市政を問う～

今年度朝地インター開通

東九州メディカルバレー構想については
～ 県との連携を密にし、地場企業への
　　　　　 情報収集・発信等に努める ～

～ 道の駅あさじの防災機能を強化 ～

質

質

質

質

質

質

　

市
の
契
約
に
お
い
て
、

市
内
業
者
優
先
は
徹
底
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

市
報
や
自
主
放
送
番
組

の
内
容
や
構
成
が
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
し
ま
う
と
、
効

果
が
薄
れ
て
い
く
事
業
と

な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

　

関
心
や
利
用
度
を
高
め
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
自
主
放
送
番
組
内

で
市
内
の
事
業
者
等
が
利

用
で
き
る
よ
う
有
償
の
Ｃ

Ｍ
を
流
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

　

医
療
機
器
産
業
の
企
業

誘
致
や
市
内
企
業
の
新
規

参
入
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
や
雇
用
の
場
の
確
保
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ

レ
ー
構
想
に
関
す
る
取
り

組
み
、
考
え
は
。

　

中
九
州
道
は
朝
地
イ
ン

タ
ー
ま
で
今
年
度
開
通
、

平
成
30
年
度
に
は
竹
田
イ

ン
タ
ー
の
開
通
予
定
が
本

決
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。

豊
後
大
野
市
の
各
道
の
駅

は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し

て
本
腰
で
誘
客
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

①
道
の
駅
あ
さ
じ
の
駐

車
場
の
拡
張
は

　

②
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

し
て
い
る
附

帯
設
備
の
改
修
は

　

③
国
土
交
通
省
に
よ
る

防
災
機
能
強
化
の
方
針
な

ど
の
進
展
は
。

　

中
断
し
て
い
る
県
道
池

田
大
原
線
は
、
あ
と
１
キ

ロ
強
で
国
道
４
４
２
号
と

接
続
で
き
る
。
こ
の
路
線

は
防
災
、
産
業
、
観
光
面

で
も
重
要
で
整
備
の
要
望

が
あ
る
が
市
の
見
解
は
。

　

開
局
し
て
３
年
を
経
過

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ

り
良
い
番
組
制
作
に
努
め

る
た
め
、
実
態
調
査
を
含

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
、
要
望
を
把
握
す

る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

広
告
・
宣
伝
を
さ
れ
る

側
で
制
作
し
提
供
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
条
件
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
放

送
時
間
や
料
金
の
設
定

等
、
事
前
調
査
を
図
り
、

放
送
番
組
審
議
会
等
に
諮

り
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

県
と
の
連
携
を
密
に
す

る
と
と
も
に
、
地
場
産
業

へ
の
情
報
収
集
・
発
信
等

に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

年
１
回
の
契
約
事
務
説

明
会
や
月
１
回
の
活
性
化

会
議
に
お
い
て
も
、
積

極
的
に
喚か

ん

起き

は
し
て
い
ま

す
。

　

国
土
交
通
省
と
の
協
議

で
は
、
道
の
駅
あ
さ
じ
を

大
規
模
災
害
時
の
一
時
避

難
場
所
や
救
援
復
旧
作
業

の
拠
点
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
防
災
設
備
を
設

置
し
、
不
足
し
て
い
る
駐

車
場
を
拡
張
・
整
備
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
維
持
管

理
を
行
う
附
帯
設
備
の
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

に
つ
い
て
は
防
災
拠

点
化
と
併
せ
て
整
備
計
画

に
盛
り
込
め
る
か
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

答
情
報
推
進
課
長

答
情
報
推
進
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答
財
政
課
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事

答
市
長

　

市
内
の
国
県
道
、
河
川

整
備
等
の
一
括
要
望
の
中

で
、
当
該
路
線
は
朝
倉
記

念
公
園
が
あ
る
ほ
か
、
国

道
57
号
お
よ
び
４
４
２
号

を
結
ぶ
重
要
路
線
で
あ
る

こ
と
か
ら
事
業
推
進
を
要

望
し
て
い
ま
す
。
県
の
回

答
は
、
当
該
路
線
の
計
画

で
は
２
基
の
ト
ン
ネ
ル
と

長
大
橋
が
含
ま
れ
、
少
な

く
と
も
20
億
円
以
上
を
要

す
試
算
で
、
当
初
の
計
画

を
見
直
し
、
他
の
路
線
の

進
捗
状
況
を
見
据
え
、
優

先
度
を
整
理
し
適
切
な
時

期
に
着
手
の
準
備
に
取
り

掛
か
り
た
い
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

答
市
長

川澄化学工業株式会社三重工場

行き止まりの池田大原線

道の駅あさじ

工
く

 藤
ど う

 友
と も

 生
き

市民クラブ

契約で市内業者は優先されているのか

市内外への情報発信については

～ 積極的に喚
かん

起
き

はしている ～

～ 情報を適切に管理し、共有化を推進 ～

※東九州メディカルバレー構想＝大分県と宮崎県が東九州地域において、医療機器を製造する企業が集積している特徴を生かし、医療機器産業の一層
の集積と地域経済への波及、この産業を生かした地域活性化と、医療分野でアジアに貢献する地域を目指し、「東九州地域医療産業拠点構想～東九州メ
ディカルバレー構想～」を共同で策定し、平成 23年 12月に地域活性化総合特区として指定を受けたもの。

※

朝
あ さ

 倉
く ら

 秀
ひ で

 康
や す

市民クラブ

　

本
年
７
月
に
設
計
業
者

と
委
託
契
約
を
締
結
予
定

な
の
で
、
今
後
は
設
計
業

者
を
含
め
具
体
的
な
協
議

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

県道池田大原線あと１キロで貫通

～ 優先度を整理し適切な時期に着手準備 ～

※
そ
の
他
の
質
問

・
真
の
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て




